
イネごま葉枯病の発41i要因と軽減効果

1,背 景とねらい
(農試環境部)

昭千口G2年 からごま葉枯痛多発地帯である三陸沿岸地方の土壕実態調査を行い、
さらに、ごま葉科i病の被害程度別に稲体と土堰を採取して土環と栄養条件の解析を
実施した。
一方、現l世において施肥改善によるご☆驚枯病対策試験を実施した。この結果、

どま葉枯病の発生要因と軽減対策について成果が得られたので参考に供する。
2.技 術内容

(1)ご ☆葉枯病発4ヒ地帯の上媛特性と読分吸収
ア.岩 千県におけるごま葉枯病の発生地帯は花聞岩を母材とする地帯およびそ

の隣接地帯で多く見られ、土と驚は藤質浅耕土で、藤出現位置が浅い程発病
が多く、従来の秋落水田地帯の分布に一致する。

イ.ご ま葉枯病の発生が著しい田場における養分1犬態は、土壌中の易運元性マ
ンガン20p即、可給態ケイ酸1飾8/100ど、遊疑酸化抑 .8%と著しく低レ
ベルである。

ウ.ご ま葉祐病の発病罷度と稲体の養分吸収をみると、葉身のマンガン舎量
10駅〕p阿以下、ケイ職5%以 下で発病が芽しく増加する。

(2)土 づくり肥料の施'iJ
ア.ご ま葉f占病発生地帯におけるとづくり肥料の施用と女米収i挺の関係は、従

来のIとカル単用に比較しマンガン、鉄含量が高い資材の施用効果が高くご
ま葉f古病の発生も少ない。

イ。ごま葉f古病発そと程度と二Lづ くり肥料施肝jは次のとおりとする。

発 生
程 度

判定基準
(成熟期)

土づくり肥料の選択基準 肥料区分
<Fe,Hn/。>

甚～多

多～少

機～無

ll二葉の病炉〔数50以_L

″    10-50

〃    0～ 10

マンル、鉄、ケイ職などのミわ舟威
分のAカズのとれた肥料

″

従来の唯カルを中心とした体
系の励行

マンガン質肥料
<Fc3,Mn10>

ケ イ酸質肥料A
<Fe20,Mn3>

ケイ酸質肥科 B
くこFel,いinl>

ウ. 土Iづくり打巴料の施肥霊は15～20k8/aと り
々
る。

(3)適 用範囲
着手県三性沿岸地→,夕を中心としたごま葉枯病発生地帯

3,普 及指導上の留意点
(1)ど ま葉枯病発生地号i夕の上犠は養分の解貯力が弱く、逓水性も大きいため、土

づくり肥料は基準内の連年施用とする。

(2)ご ま繁肥子病発生地帯の上壌改良は土づくり肥料のみでなく、従来の堆匠肥や

施肥改善など総合的に寮tみ合わせる。
(3)客 土にr点る有効土層の拡大と養分富化は、年どL母材による作上の厚層化のみ

ではなく養分富化を考慮して選定する。その際の客土量は7JrO～1500kF/aが

通量である。
4。 当該革I【にかかる詩t験研究課題

(1)寒 冷地水Lit上環に対する上境改良資材の効率的tlrl技揃の熊立

(2)土 駐環境対策基準設定調査
5.参 考文献

(1)昭 和6 1fF度 指導_上の参考事項 r「徳枯れJの 発生要因と防除対策」
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表 1 ご ま葉t古幅ダSととt呈度別の主な土堀タイブ

配抑湖 買:性高苫 図 I  ご ま葉枯柄の発生分布七型,ユ?四そ繊,ig四蜂)
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